
こども医療費助成事業の概要 

 
１．制度の趣旨 

 ・こども医療費助成事業は、こどもの疾病の早期発見と早期治療を促進し、こどもの健全な育

成を図ることを目的とする。 
 
２．実施主体  市町村 
 
３．助成の方法 

 ・県は、市町村が実施するこども医療費助成制度について、対象経費の 2分の 1を補助する。 
 ・市町村は、保護者等からの申請に基づき、保護者が医療機関で負担した医療費の自己負担分

について助成する。 
 
４．制度の経過 

 ・平成 6年度から県の単独補助事業として 0歳児を対象に助成制度を開始した。平成 7年度以
降は、全ての市町村で実施されている。 

 ・平成 11年 10月には、県の助成対象年齢を 2歳児まで引き上げ、平成 15年 10月からは、入
院のみ対象年齢を 4歳児までに拡大した。 

 ・平成 19年 10月からは所得制限の導入、一部負担金の見直しと併せて、対象年齢を入院は就
学前まで、通院は 3歳児までに拡大した。 

 ・平成 24年 10月からは、所得制限の廃止と併せて、対象年齢を入院は中学卒業まで拡大した。 
 
５．制度の概要（平成 25 年度） 

対 象 

年 齢 

通院（3歳児まで） 
入院（中学卒業児まで） 

助 成

対 象

医療保険各法の適用を受ける医療費

の自己負担金（高額療養費等は控除）

所 得 

制 限 
なし 

一  部

負担金

通院（3歳児のみ医療機関ごと月 1,000円）
入院（なし） 

給 付 

方 法 
償還払い 県予算 1,114,610千円 

補助率 
県 1/2 
市町村 1/2 

助成対

象者数
約 266,000人 

※一部負担金は、助成対象経費から控除する額   ※助成対象者数は、県の助成対象となる児童数 
 
６．事業フロー図 
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